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１ 単元内自由進度学習が求められる背景と本校生徒

の実態

(1) 個別最適な学びと協働的な学び

中央教育審議会は、令和３年に「教育課程部会に

おける審議のまとめ」および「『令和の日本型学校

教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可能性

を引き出す、個別最適な学びと協働的な学びの充実

～（答申）」を示した。答申および審議のまとめに

おいては、個別最適な学びと協働的な学びを一体的

に充実することが求められるとされている。この個

別最適な学びは、必要に応じた重点的な指導、指導

方法等の工夫を含む「指導の個別化」と、一人一人

に応じた学習活動や学習課題の提供を含む「学習の

個性化」に整理されている。すなわち、個別最適な

学びと協働的な学びを一体的に充実するために必要

な要素として、一定の目標を全ての生徒がその生徒

に応じた異なる方法で学習を進めたり、生徒が自ら

の状況を把握し、自らにあった学習の進め方を考え

たりすることができるよう、教師が指導を工夫して

いくことが求められている。

(2) 環境による教育

内閣府総合科学イノベーション会議は「Society

5.0の実現に向けた教育・人材育成に関する政策パ

ッケージ」において、生徒の多様性について言及し

ており、子どもたちの特性や関心・意欲は様々であ

ることが示されている。

また、文部科学省「義務教育に関する意識に係る

調査」では、授業の内容について難しすぎると感じ

ている生徒が30.6％、簡単すぎると感じている生徒

が15.4％と示されている。本調査によると、授業内

容が適切と感じている子どもは約半数である。

こうした多様性に対応する授業の１つとして注目

されているのが「単元内自由進度学習」である。単

元内自由進度学習とは、単元の導入時に行われるガ

イダンスと、単元の終わりに行われるまとめの時間

を除いた、その単元の授業時間のほとんどを子ども

たちで学び進める学習方法である。子どもは有能な

学び手であるとの生徒観に立ち、適切な環境と関わ

らせながら子どもの学びを支援する「環境による教

育」であるともいえる。

(3) 本校１年生の実態

本校１年生は４学級、１２８名である。１年生ら

しい、明るく元気な姿が印象的な学習集団である。

数学的な能力が非常に高い生徒が在籍しているが、

苦手意識を抱えている生徒も少なくない。それが学

力にも反映されており、テストにおける点数の分布

の範囲が非常に大きい集団である。また、情意面で

様々な困難を抱え、主体的に学ぶことに困難さをか

かえている生徒も在籍している。従来型の授業だけ

では、対応が困難な集団である。

２ 研究の目的と仮説

上記の背景や本校生徒の実態を受け、次のような研

究目的、研究仮説を設定する。

研究の目的

中学校１年数学「文字と式」の単元において、

単元内自由進度学習を実施し、生徒の変容を見取

ることで、その成果と課題を明確にする。

研究仮説

単元内自由進度学習の実践を通し、学習の環境

を整え、教師による適切な支援をすることで、生

徒の主体性が高まるであろう。

上記の目的、仮説について検証するため、次のこと

を実践する。

実践１ 環境の整備

単元の学びが深まるように環境を整える

実践２ 生徒に応じた支援

生徒の様子を見取り、適切な支援をする

実践３ 生徒の変容の見取り

授業中の姿やアンケートより生徒の変容を見取る



３ 研究の実際

(1) 実践１ 環境の整備

① ガイダンスの充実と単元計画の生徒への開示

単元の１時

間目にガイダ

ンスを行った。

そこでは、単

元内自由進度

学習を行う目

的、学習のお

おまかな進め

方や注意点について共有した。

＜ガイダンスの概要＞

・「求めて学ぶ」生徒に育ってほしいこと

・自分の計画表をもとに学習を進めること

・必修課題と課題学習について

・内容のまとまりごとに行うチェック問題について

・１時間ごとの時間の使い方について

また、単元計画については、通常指導案に載せる

ような内容（単元目標・行動目標・学習の流れ）に

ついても生徒に分かる表現に変えて提示した。また、

各内容が教科書やワークのどこのページに相当する

かも明示した。学習内容のイメージを膨らませるた

め、秋田県の単元評価問題（過去問）を活用し、具

体の問題で

「本単元で

はどういう

ことができ

ればいいの

か」を生徒

に示した。

② 課題学習の設定

早く進んだ子どもに対して課題学習を設定した。

この課題は発展的な学習内容とし、上位層の生徒に

対応するための課題とした。また、課題の与え方を

工夫し、始めに問題のみを提示するようにした。問

題を解きながら課題をつかみ、発展的に考察するこ

とを通してその問題の構造をつかめるように支援し

た。

例えば、下の問題において、はじめの「三角形の

個数はいくつ？」という問題から【三角形の個数を

文字で表す】という課題を自ら捉えさせるよう支援

した。縦横の線分の数を増やしながら三角形の個数

を考察することで、最終的には縦ｎ本、横ｍ本の線

分があるときに三角形の個数を文字で表すことがで

きていた。

③ 計画表の準備

生徒が自ら計画を立てて学ぶことができるような

計画表を提示した。具体的には本時の振り返りから、

次時に何をどんな手段で学べばよいかが明確になる

ようにした。また、本時で生徒が働かせた数学的な

見方・考え方を自覚させるために、代表的な見方・

考え方を働かせたかをチェックすることができるよ

うにしたり、学びを自覚させるため視点を定めた振

り返りができるようにしたりした。

④ 学習プリントの準備

自分で教科書の記述を読み取り、ポイントを探す

ことができない生徒には、学習プリントを準備した。

プリントには、教科書のどこにポイントがあるか、

特に大事なことは何かなどを明示した。同時に、支

援しすぎることによって生徒の自ら学ぶ機会を失わ

ないように配慮した。プリントは常に机上に配置し、

いつでも活用できるように準備した。

三角形は何個？

１２個

次にどんなことが考えられそう？

線の数を増やす

さらに考えられることは？

線の数を文字で表すと

教

師

の

支

援

どんな手段で学ぶか どんな内容を学ぶか 実際にどんな手段で、
どんな内容を学んだか

どんな見方・考え方を働かせたか
・いつでも、どんなときも
・短い時間で、能率的に
・簡潔な表現で
・根拠は？前時までとの関連
・条件を変えて、他に言えること

視点を明確にした振り返り
１ 今日の学習内容と、「これまで

学んだこと」「日常生活」とのつ
ながり

２ 「新たな疑問」「調べてみたい」
「これから学びたい」

３ 自分の変わったところと、その
きっかけ



⑤ 多様な学習スタイルの許容

生徒それぞれの学習のしやすさということを重視

し、多様な学習スタイルを認め環境をつくった。

⑥ オンライン上で交流する場所の提供

直接級友と関わる

ことが苦手な生徒へ

の支援として、Micr

osoft Teamsで、生

徒が自由に書き込ん

でもよいチャネルを

作成し、オンライン

上で質問ができるよ

うにした。

(2) 実践２ 生徒に応じた支援

① 授業での見取りから

1) 「つなげる」支援

学習内容を理解

できていないと見

取った生徒に対し

ては、「○○さん

は、この問題のコ

ツを知っていたか

ら聞きにいってごらん」など、生徒同士をつなげる

支援を行った。また、生徒自ら、学習が進んでいる

友達に聞きに行けるよう、コラボノートに生徒一人

一人の進度を付箋で貼り付けて全体で共有した。

2)「うながす・励ます」支援

長時間集中することが難しい生徒や問題の難易度

により意欲が低下している生徒には積極的に声を掛

け、集中できない原因や、どこで困っているのかな

ど、学びの状態を自覚させるような問いかけをした。

また、時には「絶対できるようになるよ」など情意

面に直接働きかけるような声掛けをし、励ましなが

ら学習に臨めるようにした。

3) 「直接的な」支援

本実践では基本的に教師が直接学習内容を教える

ことは控えたが、どうしても厳しい場合には直接指

導することも行った。その際も、端的にポイントを

指導し、その生徒に応じ可能な限り自分の力で学ぶ

ことができるように支援の内容を吟味した。

また、課題学習に取り組んでいる学力が上位の生

徒に対しても直接的に支援した。特に、発展的に考

えることについて支援した。下の例では、必勝法を

考えた後に、「変えられそうな条件は何？」「次にど

んなことが考えられそう？」など認知面を刺激する

発問を投げかけることで、自ら発展的に考察できる

ように支援した。

② 振り返りシートの見とりから

1) 「学びの自覚を促す」支援

これまでの学びと本時の学びのつながりについて

の記載や、自らが変容したことについての記載につ

いては、教師のコメントで価値付けをしながらどの

ような学びだったのかの自覚を促した。また、数学

的な見方・考え方を働かせたと思われる記述に関し

ても賞賛し、意欲の向上につなげた。

2) 「学習方法・情意面への」支援

勉強法が分からない等の記述に対しては、多様な

学習スタイルを試すよう促した。また、「やる気が

出ない」などの記述には、励ますコメントを記入し、

授業中に重点的に声掛けするなどの支援をした。

必勝法は？

後攻が必ず勝つ

変えられそうな条件は？

碁石の数を変える

次にどんなことが考えられる？

碁石の数を文字で表すと

教

師

の

支

援

【ゲームの必勝法を考える】
次のようなゲームをします
・２人で対戦します。
・碁石が２１個あり、その
碁石を交互にとっていき
ます。
・碁石は１回に３個まで
とることができます。
・最後の１つをとった方が
負けです。



４ 生徒の変容から見取る成果

(1) 生徒Ａの変容

本生徒は、これまでの従来型授業ではなかなか学

習に集中することが難しかった生徒である。その原

因として、目の前にあるものが気になり、注意力が

散漫になってしまうという特性が考えられた。そこ

で、廊下のロッカー前で学習することを促したり、

この時間で学習することが明確になるように支援し

たりしたところ、周囲に影響されずに自ら学習に臨

むことができた。多様な学習スタイルを許容したこ

とや、声掛けに

よる励ます支援

をしたことが本

生徒の主体的な

学習態度を引き

出したと考えら

れる。

(2) 生徒Ｂの変容と生徒Ｃとの学び

本生徒は、非常に高い学力を有する生徒である。

そうであるが故に、従来型の授業ペースが本人にと

って遅く、時間を持て余すことが多かった生徒であ

る。単元内自由進度学習では、必修課題が終わった

後の課題学習に十分な時間をかけて取り組むことが

できた。また、学習内容もΣ（シグマ、１＋２＋・

・・＋１０などの総和を表すときの記号）など高校

の内容まで求めて学ぶ姿が見られた。課題学習の設

定や直接的な支援をすることで主体的な学習を引き

出すことができた例だと考えられる。

また生徒Ｃは生徒Ｂと同じ問題に異なったアプロ

ーチで取り組んでいた。問題が解決した後に、生徒

Ｂと解法について情報共有するように促すと、互い

の解法の共通点や相違点を明確にしたり、さらに考

えを統合したりする姿が見られた。これも、つなぐ

支援をすることで学びが深まった好例であると考え

られる。

(3) アンケート調査より

本実践終了後にア

ンケートを実施し

た。単元内自由進度

学習についてのアン

ケート項目から、85

％以上の生徒が肯定的に捉えていることが分かっ

た。また自由記述では「友達と意見を話し合える場

が多くて、思考力などが必要なときは話し合いがで

きてとても有意義だったから」「先生や友達に分か

らないことをすぐ聞けたから」「分からないところ

をそのままにしないで次の課題に取り組めた」「問

題の解き方などを、友達に教える機会ができたから」

「自分で計画を立てる力が付いたから」などの意見

が見られた。特に苦手な部分に時間をかけて理解す

ることができること、学習を調整する力が付いたこ

と、結果主体的に学習に向かう生徒の姿が見られた

ことが本実践の成果として挙げられる。

５ おわりに～課題と今後の実践に向けて～

一方で、課題も明確になってきた。以下はアンケー

ト調査において否定的な意見だった生徒の自由記述で

ある。

・計算問題はできるけれど発展問題に進むと分からな

くなってしまったから。いざ問題を解くとスムーズ

にいかない。

・私語が多かった、つられて私語をしてしまい、あま

り集中できなかった。

・やっぱり自分たちで学ぶので、自分から学ぶ自発の

力はついたと思うが、不完全燃焼のような形で時間

が終わってしまうことも多かった。

ここから、本実践の課題としては、学びをいかに深

めていくか、多様な学習スタイルを許容したことによ

り逆に集中できなくなってしまった生徒への支援はど

うあるべきか、などが挙げられる。

また、否定的な意見だった生徒のほとんどが成績中

位層の生徒であることも興味深い。全員が自らの学び

が最適になるような支援の方法を今後も模索していき

たい。
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